
小
河
・
刈
谷
城
主
と
し
て
の
水
野
信
近

松
　
島
　
周
　
一

は
じ
め
に

織
田
信
長
や
徳
川
家
康
が
尾
張
・
三
河
の
地
を
舞
台
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
頃
、
両
国
の
国
境
地
帯
に
ま
た
が
る
大
勢
力
を
誇
っ
て
い

た
の
が
水
野
信
元
で
あ
る
。
信
長
の
同
盟
者
と
し
て
、
西
三
河
で
勢

力
を
拡
大
す
る
今
川
氏
と
戦
っ
た
人
物
で
あ
り
、
ま
た
家
康
に
と
っ

て
は
伯
父
に
あ
た
る
存
在
で
、
信
長
と
の
同
盟
を
仲
介
し
た
と
も
、

三
河
一
向
一
揆
に
際
し
て
家
康
を
援
助
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

愛
知
県
域
の
歴
史
を
作
り
上
げ
て
き
た
人
々
の
中
で
も
、
重
要
な
存

在
の
一
人
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
の

は
尾
張
の
小
河
で
あ
る
。
現
在
は
東
浦
町
の
緒
川
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
に
地
名
の
表
記
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
以
下
の
本
文
で
は
従
来

の
研
究
で
も
よ
く
用
い
ら
れ
る
小
河
の
表
記
に
統
一
し
て
い
く
。
ま

た
、
の
ち
に
な
る
と
三
河
の
刈
谷
（
こ
れ
も
史
料
な
ど
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
で
は
刈
谷
の
表
記
に
統
一
す

る
）
も
そ
の
支
配
下
に
入
っ
て
い
た
。

た
だ
、
こ
の
信
元
は
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
末
に
信
長
に
よ
っ

て
殺
害
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
一
族
が
の
ち
に
豊
臣
秀
吉
や
徳
川
家

康
に
よ
っ
て
大
名
と
さ
れ
、
近
世
に
残
っ
て
い
く
も
の
の
、
信
元
や

そ
の
周
辺
に
関
し
て
は
記
録
や
記
憶
が
混
乱
す
る
こ
と
と
な
り
、
近

世
の
諸
系
図
な
ど
に
も
矛
盾
が
残
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
う
し
た
水
野
氏
を
本
格
的
に
歴
史
研
究
の
対
象
と
し
て
分
析

し
、
今
日
の
研
究
水
準
に
つ
づ
く
多
く
の
歴
史
像
を
提
示
し
た
の
が

新
行
紀
一
氏
で
あ
る
。
特
に
そ
の
執
筆
に
か
か
る
『
刈
谷
市
史
　
第

二
巻
　
本
文
（
近
世
）』
（
以
下
、
『
刈
谷
市
史
』
と
略
記
す
る
）
の

第
一
章
「
水
野
氏
の
時
代
」
は
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
水
野
氏
研

究
の
最
も
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
文
献
と
し
て
の
位
置
を
占
め
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
新
行
氏
の
研
究
の
中
で
も
、
特
に
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、
近
世
以
来
の
混
乱
し
た
水
野
氏
の
系
図
か

ら
、
小
河
と
刈
谷
の
主
要
な
二
系
統
を
見
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
新

行
氏
に
よ
れ
ば
水
野
信
元
は
小
河
水
野
家
の
当
主
な
の
で
あ
り
、
こ

れ
が
水
野
氏
全
体
の
惣
領
家
と
な
る
。
刈
谷
は
信
元
の
弟
で
あ
る
信

近
が
養
子
に
入
る
が
、
桶
狭
間
の
戦
い
の
あ
と
、
混
乱
の
中
で
殺
害

さ
れ
、
信
元
が
刈
谷
を
も
自
ら
の
支
配
下
に
組
み
込
ん
で
い
く
。
こ
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う
し
た
歴
史
像
が
描
か
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
以
後
の
研
究
は
安
定

し
た
水
準
を
共
有
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
の
ち
も
、
新
行
氏
の
成
果
を
批
判
的
に
継
承
し
、
あ
る
い
は

そ
れ
に
反
論
を
加
え
る
形
で
、
水
野
氏
研
究
は
進
展
し
て
き
た
と
思

わ
れ
る
。
た
と
え
ば
横
山
住
雄
氏
は
織
田
信
秀
の
三
河
進
出
、
そ
の

過
程
で
の
今
川
氏
と
の
対
立
関
係
の
中
に
水
野
氏
の
足
跡
を
位
置
づ

け
よ
う
と
す
る
視
角
か
ら
、
信
元
と
信
近
を
同
一
人
と
み
る
な
ど
の

独
自
の
歴
史
像
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
井
口
友
治
氏
は
新
行
氏
が

近
世
の
文
献
な
ど
に
も
依
拠
し
て
い
る
と
し
て
、
よ
り
同
時
代
史
料

を
重
視
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
信
近
が
小
河
の
城
主
で
あ
る
と
と
も

に
、
そ
の
没
後
に
信
元
が
小
河
の
実
力
者
と
な
っ
て
い
っ
た
と
の
、

新
行
氏
と
は
逆
の
系
図
を
描
く
こ
と
に
な
っ
た
。
近
年
で
は
、
水
野

智
之
氏
が
こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
を
整
理
し
、
次
の
研
究
段
階
へ
の
基

礎
固
め
を
行
な
っ
て
い
る
。
筆
者
は
水
野
氏
の
研
究
史
に
つ
い
て
は

詳
し
い
者
で
は
な
い
が
、
こ
う
し
た
諸
研
究
に
導
か
れ
る
こ
と
で
、

多
少
の
考
察
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
際

に
、
水
野
信
元
の
弟
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
に
言
及
さ
れ
、
位
置
づ
け
ら

れ
て
き
た
信
近
を
改
め
て
重
視
し
て
み
る
こ
と
で
、
論
点
を
深
め
て

み
た
い
と
思
う
。

一
、
小
河
水
野
家
に
お
け
る
信
元
の
活
躍

基

本
的
な
事
実
関

係
か
ら
入

っ
て

い
く
と

、
小

河

の
水

野
家
で
信

元

が
活

躍
し
て

い
た
こ

と
自
体

は
確
認
で
き

る
。
特

に
、
さ
ま
ざ
ま

な
合

戦
の
場
で
小
河
水

野
家

の
中

心
人
物
と
し

て
登
場
し

て
く
る
の

は
信
元

で
あ

る
。

【
史
料
一
】

去
程
に
、
駿
河

衆
岡
崎

に
在

陣
候
て
、
鴫
原

の
山
岡
構

攻
干
乗

取

、
岡
崎
よ
り

持
つ
　

け

、
是
を
根
城

に
し
て
小
河
之

水
野
金

吾

構
へ
差
向

、
村
木

と
云
所

、
駿

河
よ
り
丈
夫

に
取
出
を
相
構

、

駿
河
衆
楯
籠

候
、

…
…
為

御
後
巻
、
織
田
上

総
介
信
長

、
可
為

御
発
足
之
旨
候
、
…
…
其
日
（
正
月
廿
二
日
）
　
ハ
野
陣
を
懸
さ

せ
ら

れ
、
直

に
小
川

へ
御

出
、
水

野
下

野
守

に
御
参

会
候

て
。

【
（
　
）
内

は
松
島

の
注

記
。
以
下
同

】

『
信
長

公
記

』

に
載

せ

ら

れ
た
、
天

文

二
十

三

年

（
一
五

五
四

）

一
月

の
村
木
砦

の
戦

い
の
記
事

で
あ
る

。
今
川

勢

が
三
河

か
ら
尾
張

に
進
出
し

、
小
河

の
水
野
家

を
攻
め

る
態
勢

を
と

っ
た
時
、
信
長

が

駆

け
つ
け

、
信
元

と
と
も

に
今

川
勢

が
立

て
籠
も

る
村
木

砦
を
攻

め

て
、
激
戦

の
末

に
降
伏
さ
せ

た
戦

い
で
あ

っ
た
。
こ
こ

で
の
小
河
水
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野
家

の
中
心

は
水
野
金
吾

＝
水
野
下

野
守
で
あ

る
。
小

河
の
水
野
家

当
主
は
右
衛

門
大
夫
を
名
乗

り
、
下

野
守
に
任
官

す
る
な
ど
し

て
い

た
よ
う
で

、
十
五
世
紀
末

か
ら
十
六
世

紀
初
め

の
頃

の
当
主
で

あ
っ

た
水
野
為

則
は
こ
れ

に
該
当

す

る
。
そ

の
孫
の
忠

政
も
右
衛
門
大

夫

を
名
乗

っ
て

い
た
。
金
吾

は
衛
門
府

や
そ
の
督

・
佐

な
ど

の
唐
風

な

呼

称
で

あ
る
が
、
そ

れ
が

『
信
長
公
記
』

で
は

、
水

野
家
当
主

の
お

そ
ら

く
私

的
な
名
乗
り
で

あ

っ
た
右
衛

門
大
夫
へ

の
敬
意

の
表
現

と

し
て

、
や
や
大

袈
裟

に
用

い
ら

れ
た
も

の
で
あ

ろ
う

。
信
長

が
活

躍

し
て

い
た
こ

の
頃
に

、
水

野
家
で
下

野
守
と
呼

ば
れ
て

い
た
こ
と

が

同
時

代
史
料

か
ら

確
認
で

き

る
者
は

、
信
元

だ
け
で

あ

る
。
『
信

長

公

記
』

の
こ

う
し
た
記
事

は
、
江
戸
時
代

に
編
纂

さ
れ
た
諸
文
献
以

上
に
重

視
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
で

あ
ろ
う

。

ま
た

、『
信
長
公

記
』
で
は
「
天

理
大
学
附
属
天

理
図
書
館
所

蔵
本
」

だ
け

に
み
え

る
記
事
で

あ
る

が
、
永
禄
三

年

（
一
五

六
〇
）

の
桶

狭

間
の
戦

い
の
前
段
階
と
し

て
、
鳴
海

城
や
大
高
城

を
封

鎖
す

る
た
め

に
配
置

さ
れ
た
織
田
勢

の
中
に

【
史
料
二
】
…
…
黒
末
之
川
ノ
向
、
鳴
海
・
大
高
間
を
取
切
、
ニ
ケ
所
丈
夫

二
栫
、
丸
根
山
二
ハ
佐
久
間
大
学
入
置
、
鷲
津
山
二
ハ
飯
尾
近
江
守
・

同

隠
岐
守
・
織
田
玄

蕃
、
大
高
之

南
大
野
小
河

衆
被
置

、

…
…

こ
の
「
大
高
之
南
大
野
小
河
衆
被
置
」
が
天
理
図
書
館
本
の
独
自

記
事
で
あ
る
。
小
河
の
水
野
勢
が
信
長
の
配
下
と
し
て
大
高
城
の
南

に
布
陣
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
率
い
て
い
た
の
は
誰

で
あ
ろ
う
か
。
桶
狭
間
の
戦
い
の
時
、
小
河
と
刈
谷
の
水
野
家
の
う

ち
、
刈
谷
に
は
水
野
藤
九
郎
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
今

川
勢
が
敗
れ
た
あ
と
、
鳴
海
城
か
ら
撤
退
す
る
岡
部
元
信
に
よ
っ
て

討
ち
取
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
従
来
か
ら
信
元
の
弟
で

あ
る
水
野
信
近
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
。
近
世
の
編
纂
物
で
史
料

と
し
て
の
扱
い
に
は
慎
重
さ
も
求
め
ら
れ
る
が
、
『
武
徳
編
年
集
成
』

が
「
参
州
刈
屋
」
で
落
命
し
た
者
を
「
水
野
信
近
」
と
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
参
照
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
異
論
も

あ
る
が
、こ
の
時
の
刈
谷
水
野
家
の
当
主
を
誰
と
見
な
す
に
し
て
も
、

少
な
く
と
も
そ
れ
を
信
元
に
比
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
れ
ま
で

信
元
の
名
乗
り
を
藤
九
郎
と
す
る
よ
う
な
史
料
は
、
同
時
代
の
も
の

に
せ
よ
、
後
世
の
編
纂
物
に
せ
よ
、
一
切
見
出
さ
れ
て
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。
信
元
は
、
そ
れ
と
は
別
に
「
小
河
衆
」
を
率
い
て
い
た
人

物
と
し
て
位
置
づ
け
る
し
か
な
い
。

こ
れ
ら
を
前
提
と
す
れ
ば
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
文
献
で

あ
り
、
ま
だ
書
誌
学
的
な
検
討
も
今
後
の
課
題
と
な
る
も
の
で
は
あ

る
が
、
次
の
『
松
平
記
』
の
記
事
な
ど
も
、
十
分
に
信
頼
に
値
す
る

と
思
う
。
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【
史
料
三
】

…
…
小
川
水
野
下
野
守
ハ
織
田
方
、
松
平
元
康
ハ
水
野
ヲ
イ

（
甥
）
ナ
レ
共
駿
河
方

、
伯

父
甥
ノ
衆

、石

力
瀬

卜
云

処
ニ
テ

度
々

合

戦
在
之
、
…

…

こ

れ
は
、
永
禄
元
年

（
一
五
五
八

）
の
尾
張

に
お
け

る
松
平

一
族

の
活
躍

に
懸
け
る
形
で
載
せ

ら

れ
て

い
る
記
事
で

あ
る

が
、
小
河

の

当
主
は
下

野
守
す
な

わ
ち
信
元

な
の
で
あ
る
。

あ

る
意

味
単
純
な

、
こ

う
し
た

戦
乱

の
時
に
小
河

水
野
家
を
率

い

る
立
場

に
誰
が

い
る
の
か
、
と

い
う

視
角
に
立

つ
と

、
信
元

を
小

河

水
野
家

の
当
主
と
し

て
捉
え

る
こ
と

に
疑
問
の
余

地
は

な
い
よ
う
に

み
え

る
。
た
だ
、
こ

れ
は
井

口
氏

が
鋭
く
指
摘
し

て

い
る
こ
と

で
あ

る
が
、
信
元

が
小
河
水

野
家
の
中
心

と
し
て
活
動

し
た
こ
と

を
示

す

同
時
代

史
料
は

、
天
文
二

十
一
年

（
一
五
五
二
）
以

降
の
も

の
し
か

見
出

さ
れ
て

い
な

い
の
で
あ

る
。
史
料
の
残
存

状
況

と

い
う

難
し

い

問
題

が
絡
ん
で
く

る
の
で
は
あ

る
が
、
少
な
く
と

も
現
在

わ
れ
わ
れ

が
得

る
こ
と
の
で
き

る
史
料

か
ら
で
は
、
そ

れ
以

前
に
遡

っ
て
信
元

の
小
河

水
野
家
当
主
と

し
て

の
足

跡
を
確
認
す

る
こ

と
は
困

難
と
い

う

の
が
、
最
も
正
確

な
表
現
と

な
る
で
あ
ろ
う

。
そ
う
で

あ
る
か
ら

こ

そ
、
今
後
の
議
論

の
精
度
を

あ
げ
る
た
め

に
も
、
乏
し

い
同

時
代

史
料

の
検
討
を

、
わ
れ
わ

れ
は

厳
密
に
進
め

な
け

れ

ば
な
ら
な
い
の

で

あ
る
。

二

、

小

河

水

野

家

の

信

近

新

行

氏

が

『
刈

谷

市

史

』

で

提
示

し

た

歴

史

像

へ

の

批

判

が

な

さ

れ

る
場

合

、

最

も

重

要

な

史

料

と

し

て

挙

げ

ら

れ

る

の
は

次

の

も

の

で

あ

ろ
う

。

確

か

に
水

野

氏

研

究

に

と

っ
て

は

貴

重

な

情

報

を

含

む

も

の

で

あ

る

が

、

新

行

氏

は

取

り

上

げ

て

い
な

い
。
『
愛

知

県

史

』

に

お

い
て

も

採

録

さ

れ

て

は

い

な

か

っ
た

。

【
史
料
四
】

小

川
　

緒
川
と
も
書

入

梅

神

社

、

神

名

帳

二
入

梅

従

二

位

大

明

神

、

或

時

、

予

、

社

の

棟

札

を

お

ろ

し

て

拝

見

つ

か

ふ

ま

つ

り

け

る

に
、

文

字

き

（
消

）

へ

て

さ

た

（
定

）

か

な

ら

す

、

そ

の

あ

ら

（
露

）

は

に

の

こ

（
残

）

れ

る

は

か

り

書
畢

、

奉
造
立
御
神
殿
壱
宇
檀
那
衆
　
　
伍
貫
文
　
水
野
十
郎
左
衛
門
信
近

天

文

十

三

年

甲
辰
十

二

月
　

私
日
右
門
大
夫
忠
政
死
去
之
翌
年
也

［
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
キ
エ
テ
　
不
見

貳

貫

文

［
　

］

仙

仙
千
代
か
　
し
か
れ
は
広
忠
公
御
幼
名
也
、
年
月
相
違
可
尋
、

（
1
5
）

こ

れ

は

『
尾

陽

雑

記

』

巻

之

七

の

部

分

に

写

さ

れ

て

い

る

。
『
尾

陽

雑

記

』

は

近

世

に

成

立

し

た

尾

張

各

地

の

地

誌

で

あ

る

。

筆

者

は
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そ
の
書
誌
に
つ
い
て
無
学
で
あ
る
が
、
成
立
期
や
作
者
も
必
ず
し
も

確
定
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
書
誌
的
な
研
究
は
ま
だ

進
ん
で
い
な
い
文
献
と
い
え
よ
う
。
近
世
の
地
誌
類
に
は
、
時
と
し

て
玉
石
混
淆
の
史
料
採
録
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
今
日
の
わ

れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
、
何
よ
り
も
こ
う
し
た
現
存
し
な
い
史
料
を
筆

写
し
て
残
し
て
く
れ
た
こ
と
が
貴
重
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
五
行
目
ま

で
が
筆
写
し
た
『
尾
陽
雑
記
』
作
者
の
注
記
と
な
る
。
こ
れ
を
み
る

と
、
雨
風
に
さ
ら
さ
れ
た
棟
札
で
あ
っ
た
た
め
か
、
江
戸
時
代
に
は

す
で
に
判
読
で
き
な
い
部
分
が
多
く
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。

問
題
に
な
る
の
は
六
行
目
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
棟
札
は
天
文
十
三

年
（
一
五
四
四
）
十
二
月
の
も
の
で
あ
っ
た
。
小
河
に
あ
る
入
梅
神

社
の
神
殿
造
営
に
あ
た
り
、
檀
那
と
し
て
費
用
を
寄
進
し
た
者
の
筆

頭
が
「
水
野
十
郎
左
衛
門
信
近
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、

信
近
が
小
河
水
野
家
の
当
主
で
あ
っ
た
と
の
、
新
行
氏
へ
の
強
い
反

証
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
史
料
の
重
要
性
は
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
に
従
え

ば
、
少
な
く
と
も
天
文
十
三
年
の
小
河
に
お
い
て
、
水
野
家
の
主
要

な
立
場
に
信
近
が
立
っ
て
い
た
こ
と
は
確
実
に
な
る
。
さ
ら
に
、
こ

の
天
文
十
三
年
に
は
「
水
野
十
郎
左
衛
門
尉
」
が
周
辺
の
勢
力
か
ら

有
力
者
と
し
て
認
識
さ
れ
、
交
渉
し
あ
っ
て
い
た
こ
と
も
間
違
い
が

な
い
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
人
物
が
信
近
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ

れ
ま
で
知
ら

れ
て
い
る
「
水

野
十
郎
左
衛

門
尉

」
の
史
料

を
挙

げ
て

お
く
。

【
史
料

五
】

厥
以

後
無
音

、
非
本
意
存

候
、
仍
一
昨
日

及
合
戦
切
崩

、
討
取

候
頚
注
文

、
水

十
（
水
野
十

郎
左
衛
門
尉

）
へ
進
之

候
、
可

有

御
伝

語
候
、

其
方
様

御
様

躰
、

雖
無
案
内

候

、
愚
意

令
申
候

、

此
砌
松
次
三

（
松
平

次
郎
三

郎

＝
広
忠

）
被
仰
談

、
御

家
中
被

固
尢
候

、
是
非

共
貴
所
御

馳
走
簡
要

候
、
然
者
申
談

、
近
年
織

弾
（
織
田
弾
正

忠

＝
信

秀
）
任
存
分

候
遺
趣
、
自

他
可
申
顕

候
、

岡
崎
之
義

、
御
不

和
不
可

然
候
、
尚
期

来
信
候

、
恐

々
謹

言
、

九
月
廿
三

日
　
　
　
　
　
　
　
　

利
政

（
花
押
影
）

安
心
軒

瓦
礫
軒
玉
床
下

【
史
料
六
】

先
度
以

後
可

申

通
覚
悟

候
処

、
尾
州

（
尾
張

の
織
田

氏
）
・
当

国
（

美
濃
の
斎

藤
氏

）
執
相
二
付
而

、
通

路
依
不
合
期

、
無
其

義
候

、
御
理
瓦
礫
軒

・
安
心
迄
申
入

候
、
参
着

候
哉
、
仍
一
昨

日
辰
刻
、
（
土
岐
）
次
郎
・
朝
倉
太
郎
左
衛
門
（
教
景
）
・
尾
州

織
田

衆
上
下

具
足
数
二
万

五
六
千

、
惣
手
一
同
至

城
下

手

遣
仕

候

、
此
方
雖

無
人

候
、
罷

出
及

一
戦

、
織
田

弾
正

忠
（
信
秀

）
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手
へ
切
懸

、
数
刻
相

戦
、
数
百

人
討

捕
候

、
頸

注
文

進
候
、
此

外
敗
北
之
軍
兵
、
木
曽
川
へ
二
三
千
溺
候
、
織
弾
六
七
人
召
具

罷
退

候

、
近
年

之
躰

、
御
国

（
尾
張

）
二
又
人

も

な
き
様

二
相

働

候
条
、
決
勝
負

候
、
年
来
之
本
懐

此
節
候

、
随
而
此
砌

、
松

三

（
松
平

広
忠
）
　へ

被
仰
談

、
御
国

被
相
固
尢

存
候
、
尚
礫
軒

可
有

御
演
説
候

、
可

得
御
意
候

、
恐
惶
謹
言

、

九
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
　

秀
元

（
花
押
影
）

水
野
十
郎
左

衛
門
殿
人
々
御
中

【
史
料
七

】

此
方
就

在
陣
之

儀

、
早
々
預

御
折

紙
、
畏

存

候
、
爰
許

之
儀

、

差

儀
無
之
候

、
可

被
御
心
安

候
、
先
以
其
表

無
異
儀
候
由

、
尢

存

候
、
弥
無
御

油
断
、
可

被
仰
付
儀
肝
要

候
、
尚
林
新
五

郎
（
通

勝
）
可
申
候

、
恐
々
謹
言

、
　
　
　
　
　

織
田
弾
正
忠

閠
十
一

月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　

信
秀

水
野
十

郎
左
衛
門
尉

殿
御
返
報

「

水
野

十
郎

左
衛

門
尉

」

に
関

わ

る
史

料
は

も

う
一

点

あ
る

が
、

そ

れ
は
あ
と
で
改

め
て
検
討
し

た

い
。
こ
こ

に
挙
げ
た
三

通
を
見
て

い
く
と

、
い
ず
れ
も
書
状
で
年

は
書
か

れ
て
い
な

い
。
し

か
し
、
す

べ
て
天
文
十
三

年
（
一
五
四
四

）
に
比
定

す
る
こ
と
で
こ

れ
ま
で
異

論
は
出
て

い
な
い
し
、
筆
者

も
そ

れ
に
従

う
。
そ

れ
は

ま
ず
、
こ

の

年
に
連
歌

師
の
宗
牧

が
京

都
か
ら
駿
河

に
赴

い
た

際
の
紀
行
文
で

あ

る

『
東
国

紀
行
』

に

【
史
料
八
】
…
…
天

文
十
三
年

の
秋
、
長
月
廿
日

あ
ま
り
、
都
を
別

れ
た
り

、

…
…
友
軌
、
平
手
（
政
秀
）
か
た
ま
て
つ
か
（
遣
）
ハ
し
て
内

議
申

た
れ
は

、
今
度

於
濃
州

、
不

慮
の
合

戦
勝
利
を
う
し

な
ひ

て

、
弾
正

忠
（
織
田

信
秀
）
　一
人
や
う

く

無

事
に
帰

宅
、
無

興
散
々
の
折
ふ
し
な
か
ら
、
早
々
ま
か
り
下
る
へ
き
の
よ
し
返

事

あ
り
、

…
…
翌
日

、
霜
台

（
織
田
信
秀

）
に
見
参

、
朝

食
已

前

、
女
房
奉
書

・
古
今
集

な
と
拝
領
、
今

度
不

慮
の
存

命
も
こ

の
た
め
に
と
て

そ
有
け

る
、
家
の
面
目
不
可

過
之

な
と

、
敗
軍

無

興
の
気
色
も
見
え

す

、
…
…

と

あ
る
こ
と

か
ら
推
測

が
で

き
る
。
宗
牧

は
旅
の
途
中

、
信
秀

が

禁
裏

修
理
の
た

め
の
費
用

を
献

上
し
た
こ
と

に
対
す

る
礼

物
を
届
け

る
よ
う
に
天
皇

側
か
ら
依
頼

さ
れ
て
お
り

、
十

一
月

に
信

秀
の
も
と

を
訪

ね
た
の
で

あ
る
。
さ
ら

に

『
信
長
公
記
』

の
首
巻

に
は

【
史
料
九
】

去
て
備
後
（
織
田
信
秀
）
殿
ハ
国
中
憑
み
勢
を
な
さ
れ
、
一
ヶ

月
ハ
美
濃
国
へ
御
働
、
又
翌
月
ハ
三
川
の
国
へ
御
出
勢
、
或
時
、
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九
月
三

日
、
尾
張

国
中
の
人
数

を
被
成
御
憑

、
美
濃
国
へ
御

乱

入

、
在
々
所

々
放

火
候
て

、
九
月
廿

二
日

、
斎
藤
山
城

道
三

ゐ

（
居

）
城
稲

葉
山

山
下

村
々
推

詰
焼

払
、
町

囗
ま

て
取
寄

、
既

及
晩

日
申
剋
二
、
御
人
数

被
引
退
、
諸
手

半
分
斗
引
取

候
所
へ

、

山

城
道
三

瞳
と

南
へ
向
て
切

か
ヽ
り
、
雖

相
支
候

、
多
人

数
く

つ
れ
立
の
間

、
守

備
事
不
叶

、

…
…
歴

々
五
千

斗
討
死
也

、

と
み
え

る
。
こ

ち
ら

は
年
次

が
記

さ

れ
て

い
な

い
が
、
史

料
五
・

六
・
八

と
突
き

合
わ
せ

る
こ
と

に
よ

っ
て

、
こ

れ
が
天
文

十
三
年

の

九
月
二

十
二

日

の
出

来
事
で
あ

っ
た
こ
と

が
、
ほ

ぼ
確
実

に
比

定
で

き

る
と
思

わ
れ

る
。
こ

の
よ
う

に
み

て
く

る
と
、
史

料
五
・
六

は
美

濃

に
お
け
る
織
田
信

秀
の
敗
北

を
う
け
て

、
斎

藤
道
三

が
信

秀
打
倒

の
た

め
に
三

河
の
松
平

広
忠
と

の
連

繋
を
模
索
し

て

い
た
も

の
で
あ

る
こ
と

が
わ
か

る
。
こ

の
壮
大

な
戦
略
構
想

の
キ
ー
マ
ン
と

し
て
位

置

づ
け

ら

れ
て

い
た

の
が
水
野
十

郎
左

衛
門
尉

す
な
わ
ち
小

河
水
野

家

の
中
心
で
あ

る
信
近

な
の
で

あ
っ
た
。
そ

れ
は
信
近

が
従

来
か
ら

松
平

氏
と
近
し

い
関

係
に
あ

っ
た
こ

と

が
知

ら
れ
て

い
た

た
め
で
あ

ろ
う

。
た
だ

、
そ

れ
は
信
近
個
人

と

い
う
よ
り

も
、
父

の
忠

政
ま
で

の
小

河
水
野
家

全
体

の
方
針
で

あ
っ
た
と
思

わ
れ
る

。

一
方

、
史
料
七

に
つ

い
て
も

、
文
面

か
ら
は

信
近

が
わ
ざ
わ
ざ
信

秀

の

様
子

を
問

い
合

わ
せ

て

い
た
こ
と

が
分

か
る

。
そ

れ
に
対

し

て

「
爰
許
之
儀

、
差

儀
無
之

候
、
可

被
御
心

安
候
」
と
信
秀

が
強
調

し
て
い
る
の
も
、
そ
の
直
前
の
美
濃
で
の
大
敗
が
あ
っ
た
た
め
で
あ

ろ
う
。
小
河
水
野
家
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
天
文
十
三
年
頃
、
そ
れ
ま

で
の
親
松
平
の
方
針
を
、
親
織
田
へ
と
切
り
替
え
た
と
さ
れ
る
。
信

近
や
信
元
の
父
で
あ
る
忠
政
の
没
年
は
、
近
世
の
系
図
類
か
ら
天
文

十
二
年
（
一
五
四
三
）
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
異
説
は

こ
れ
ま
で
出
て
い
な
い
。
代
替
わ
り
と
と
も
に
、
小
河
水
野
家
の
方

針
は
転
換
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
従
来
い
わ
れ
て
き
た
よ

う
な
信
元
に
よ
る
転
換
と
い
う
よ
り
も
、
信
近
に
よ
る
も
の
と
修
正

し
た
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

信
近
は
織
田
家
の
軍
事
力
が
大
敗
の
あ
と
も
維
持
さ
れ
て
い
る
の
か

な
ど
確
か
め
た
い
こ
と
が
多
く
、
様
子
を
窺
う
よ
う
な
見
舞
い
の
書

状
を
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
史
料
七
は
そ
れ
に
対
す
る
信
秀
の
返
書

な
の
で
あ
る
。

史
料
四
は
、
こ
の
よ
う
に
織
田
信
秀
、
斎
藤
道
三
、
松
平
広
忠
な

ど
の
有
力
者
た
ち
が
鎬
を
削
っ
て
い
る
東
海
地
域
の
戦
国
時
代
に

あ
っ
て
、
確
か
な
存
在
感
を
示
し
つ
つ
活
動
し
て
い
た
人
物
が
、
小

河
水
野
家
の
信
近
で
あ
っ
た
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
の
鍵
と

な
る
よ
う
な
史
料
な
の
で
あ
る
。

三
、
刈
谷
水
野
家
の
信
近

一
方
、
こ
の
天
文
十
三
年
前
後
の
頃
に
は
ま
だ
、
刈
谷
水
野
家
で
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は
守
忠
が
当
主
と
し
て
健
在
で
あ
っ
た
。

【
史
料
十
】

小
垣
江
蔵
屋
敷
之
事
、
明
眼
寺
為
寺
中
、
永
代
奉
寄
進
候
、
不

人
二
申
合
候
間
、
諸
役
并
陣
取
狼
藉
之
儀
、
不
可
有
之
者
也
、

仍
為
後
日
寄
進
之
状
如
件
、
　
　
　
　
水
野
藤
九
郎

天
文
拾
四
年
乙
巳
三
月
十
五
日
　
　
　
守
忠
（
花
押
）

明
眼
寺
参

こ
れ
ら
を
み
る
と
、
少
な
く
と
も
天
文
十
三
年
頃
に
つ
い
て
は
、

小
河
の
信
近
と
刈
谷
の
守
忠
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
水
野
家
の
当
主
が

並
び
立
つ
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

た
だ
、
注
意
が
必
要
な
の
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
直
ち
に
『
刈
谷
市

史
』
に
お
け
る
新
行
氏
の
見
解
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
筆
者
が
新
行
説
の
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
と
思
う
点
は
、
信
近
が
小
河
水
野
家
か
ら
刈
谷
水
野
家
に
養
子
に

入
っ
た
、
と
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
事
実
で
あ
っ
た
と
確

認
で
き
れ
ば
、
時
期
の
推
移
に
よ
っ
て
、
も
と
は
小
河
に
い
た
信
近

が
、そ
の
の
ち
守
忠
に
か
わ
っ
て
刈
谷
で
水
野
家
を
率
い
て
い
た
（
小

河
で
は
代
わ
っ
て
信
元
が
中
心
と
な
っ
た
）
と
し
て
も
、
矛
盾
は
生

じ
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
天
文
十
三
年
の
段
階
で
信
近
が
小

河
の
当
主
と
い
え
る
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、
そ
の
あ
と

彼

が
、
い
か
に
一

族
と

は

い
え

、
他
家
に
養
子

に
行

く
こ
と

な
ど
起

こ
り
得

る
の
か
と

い
う

疑
問
も
出

て
く
る
で
あ

ろ
う
。
そ
の
意

味
で

も

、
信
近

の
足
跡
を
史

料
に
よ

っ
て
跡
付
け

る
努
力

が
、
水

野
氏

の

研
究
で

は
重
要

な
意

味
を
も
つ
こ
と

に
な

る
。
特
に
、
同
時
代

史
料

で
の
確

認

が
（
可
能
で

あ
れ

ば
）
必
要

で
あ

る
。

そ
う

し
た
視
点

に
立
つ
時
に
問

題
に
な

る
の
は
、
刈
谷
水

野
家
の

当
主

が
継
承
し
た
と

い
う
名
乗
り
で

あ
る
。
そ

れ
は
「
藤
九
郎

」
や

「

和
泉

守
」

な
ど
で

あ
り
、
十

六
世

紀
は

じ
め

、
永
正

か
ら
大
永

年

間
の
頃

に
刈
谷
水

野
家

の
当
主
で
あ

っ
た
近
守

は
、
同
時
代
史

料
に

よ

っ
て

そ
う
し
た
名
乗

り
を
確
認

す
る
こ
と

が
で
き
る
。
永
正
十

七

年
（
一
五
二
〇
）
に
連
歌

師
の
宗
長

が
著
し

た
『
老
葉

集
』
に
は
「
三

河
国
水

野
藤
九
郎
近

守
」
と
あ
り

、
大

永
五
年

（
一
五
二
五

）
二

月

の
楞

厳
寺

へ
の
寄

進
状
は
「
水

野
和
泉

守
近

守
」
か
ら
の
差
出

と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
近
守
を
嗣
い
だ
守
忠
も
「
藤
九
郎
」
と

名
乗

っ
て

い
た
こ
と

は
前
掲
の
史

料
十
か
ら
確

認
で
き

る
。
し
か
し

、

肝
腎

の
信
近
に

つ
い
て
は
、
こ

れ
ま

で
そ
う
し

た
史
料

が
挙

げ
ら
れ

る
こ
と

は
な
か

っ
た
。
桶
狭
間

の
戦

い
の
あ
と

、
刈

谷
で
討

ち
取

ら

れ
た
「

水
野
藤
九
郎
」

を
信
近

で
あ
る
と
示
し

て
い

る
史
料

は
、
前

記
し

た
よ
う
に
近
世

の

『
武
徳
編
年

集
成
』

く
ら
い
し
か
見
出

さ
れ

て
来

な
か

っ
た

の
で
は
な
か

ろ
う

か
。
新
行
氏

が

『
刈
谷
市

史
』

で

提
示

さ
れ
た
水
野
氏

の
歴
史
像
は

、
重
厚
な
も

の
で
あ

っ
た

が
、
こ

の
よ
う

に
刈
谷

の
信
近

を
確
認

す
る
点
で
課
題

を
残
し
て

い
た
と
思
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わ

れ
る
。

以
上

の
よ
う
な
問
題

を
検
討
し

て
い
く
上
で

、
筆

者
は
次

の
史

料

に
注
目

し
た
い
。

【
史
料
十
一
】
定

祐
福
寺
并
寮
舎

一
、
濫
妨
狼
藉
并
伐
竹
木
、
不
可
陳
取
之
事
、

一
、
兵
粮
米
・
津
銭
并
諸
課
役
、
不
可
申
懸
之
事
、

一

、
不
謂
敵
味
方

、
越
物
已
下
不

可
改
之
事

、

一

、
俵
物
等
出
入

、
不

可
相
留

之
事
、

一

、
寺
中
引
得
之
田

地
等

、
不
可

有
違
乱
之

事
、

右

条

々
、
於
末

代
不
可

有
相

違
、
若
当

年
面

々
於
令

違
犯
者

、

可

処
厳
科
者
也

、
仍
而
如

件
、

天
文
廿
年
辛
亥
五
月

日

清
近

（
花

押
影
）

こ

れ
は
祐
福

寺
（
東

郷
町

）
に
出

さ
れ

た
禁
制

の
写
し

で
あ

る
。

こ

う
し

た

禁
制

が
出

さ

れ
て

い

る
こ
と

の
意

味

は
あ

と
で

考
え

た

い
。
こ
こ
で
は

ま
ず
、
差
出
人

を
み
て

い
く
。
「
水

野
藤
九
郎
清
近

」

と

あ
る

が
、
そ

の
苗
字
と
名
乗

り
は
、
こ

の
人

物

が
明

ら
か
に
刈
谷

水
野
家
の
、
そ
れ
も
当
主
と
い
っ
て
い
い
立
場
に
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
し
か
も
天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
と
い
う
、
ご
く
限
定

さ
れ
た
時
期
に
、
で
あ
る
。
こ
の
禁
制
は
刈
谷
水
野
家
の
歴
史
を
辿

る
た
め
の
不
可
欠
の
材
料
に
な
る
と
思
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
水

野
氏
一
族
の
中
で
「
清
近
」
と
い
う
名
前
の
人
物
は
ま
っ
た
く
知
ら

れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
筆
者
の
知
る
限
り
、
従
来

は
こ
の
史
料
が
水
野
氏
と
関
わ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
無

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
史
料
を
扱
う
上
で
注
意
が
必
要
な
の
は
、
こ
れ
が
原
本
で
は

な
く
写
で
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
文
字
に
よ
っ
て
は
誤
写

の
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
、
直
ち

に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
「
清
」
と
「
信
」
が
、
く
ず
し
字
に
な
る
と

似
通
っ
て
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。「
水
野
藤
九
郎
」
と
あ
る
以
上
、

ほ
ぼ
断
定
し
て
よ
い
と
考
え
る
が
、
こ
の
差
出
人
の
名
前
は
水
野
信

近
の
誤
写
で
あ
る
。
筆
者
の
考
え
で
は
、
信
近
が
刈
谷
水
野
家
を
嗣

ぎ
、
そ
の
家
の
当
主
と
し
て
の
名
乗
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た

こ
と
が
、
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
天

文
二
十
年
頃
か
ら
あ
と
の
信
近
と
刈
谷
水
野
家
の
様
相
は
、
新
行
氏

が
『
刈
谷
市
史
』
で
示
し
た
歴
史
像
と
主
要
な
部
分
で
重
な
っ
て
く

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

す
る
と
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
天
文
十
三
年
段
階
で
は
小
河
水

野
家
の
中
心
人
物
と
し
て
、
斎
藤
道
三
や
松
平
広
忠
、
織
田
信
秀
た
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ち
と
関
わ
り
合
う
存
在
で
あ
っ
た
信
近
は
、
そ
の
数
年
後
に
は
小
河

で
は
な
く
刈
谷
水
野
家
の
当
主
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
史
料
十

で
は
天
文
十
四
年
に
守
忠
が
刈
谷
水
野
家
の
当
主
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
か
ら
、
信
近
の
刈
谷
入
り
は
そ
れ
よ
り
も
あ
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
一
方
、史
料
一
で
み
た
よ
う
に
天
文
二
十
年
代
に
な
る
と
、

小
河
水
野
家
で
は
信
元
が
中
心
に
な
っ
て
、
織
田
と
今
川
・
松
平
の

間
で
軍
事
的
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
信
近
は
小
河
の

当
主
で
あ
り
な
が
ら
、
天
文
十
年
代
の
後
半
の
頃
、
そ
の
家
か
ら
は

離
れ
、
別
の
家
で
あ
る
刈
谷
の
当
主
の
座
を
嗣
い
で
い
た
こ
と
に
な

る
。
あ
り
得
な
い
こ
と
の
よ
う
で
も
、
こ
れ
が
事
実
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
史
料
十
・
十
一
に
よ
っ
て
、
天
文
十
四
年
か
ら

二
十
年
の
間
に
信
近
が
刈
谷
水
野
家
の
当
主
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が

み
え
て
く
る
の
で
あ
れ
ば
、
新
行
氏
が
指
摘
さ
れ
た
天
文
十
九
年

（
一
五
五
〇
）
の
意
味
が
よ
り
際
立
っ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

【
史
料
十
二
】

奉
寄
進
大
渓
堅
雄
禅
定
門
日
霊
供
田
事

右
、
此
年
貢
米
を
五
俵
宛
納
所
申
候
、
当
年
よ
り
此
分
小
作
職

共
二
渡
申
所
如
件
、
　
　
　
　
　
　水
野
藤
九
郎
代
牛
田
源
五

天
文
十
九
年
庚
戌
三
月
六
日
　
　
　
　
守
次
（
花
押
影
）

陵
厳
寺
御
長
老
忍
甫
様

参

刈
谷
水
野
家
が
「
大
渓
堅
雄
」
と
の
戒
名
を
持
つ
者
へ
の
供
養
の

田
地
を
楞
厳
寺
（
刈
谷
市
）
に
寄
進
し
た
こ
と
を
示
す
文
書
で
あ
り
、

日
付
が
天
文
十
九
年
三
月
六
日
で
あ
る
。
「
大
渓
堅
雄
」
は
、
近
世

の
系
図
類
か
ら
、
天
文
十
二
年
に
没
し
た
小
河
水
野
家
の
忠
政
を
指

す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
こ
の
時
期
に
、
刈
谷
水
野
家
か

ら
小
河
水
野
家
の
亡
き
先
代
の
た
め
に
、
こ
う
し
た
寄
進
が
な
さ
れ

た
の
か
。
新
行
氏
は
「
こ
の
頃
に
忠
政
次
男
の
藤
四
郎
信
近
を
養
子

と
し
て
藤
九
郎
と
改
名
さ
せ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
」
と
鋭
く
指
摘
し

た
。
こ
の
史
料
を
信
近
の
刈
谷
水
野
家
入
り
へ
の
過
程
と
し
て
、
す

な
わ
ち
刈
谷
側
か
小
河
側
に
接
近
す
る
姿
勢
を
露
わ
に
す
る
必
要
が

出
て
来
た
段
階
の
こ
と
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
従
う
べ
き
見
解

で
あ
る
と
思
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
こ
の
天
文
十
九
年
の
う
ち
に
直

ち
に
実
現
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
か
ど
う
か
は
検
討
を
要
す
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

厳
密
な
時
期
が
い
つ
で
あ
っ
た
の
か
は
と
も
か
く
、
信
近
が
刈
谷

水
野
家
に
移
っ
た
結
果
、
小
河
水
野
家
で
は
信
元
が
新
し
い
中
心
に

な
っ
た
。
信
元
の
足
跡
を
示
す
同
時
代
の
初
出
史
料
が

【
史
料
十
三
】

善
導
寺
　
清
水
左
京
亮
き
し
ん
下
地
之
事

合
八
百
五
十
文
め
…
…

…
…
若
何
時
清
水
左
京
亮
前
相
違
之
儀
候
ハ
、
、
従
此
方
之
き
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し

ん
た
る
へ
く
候

、
仍
為
後
日
一
筆
如

件
、

天
文
廿

壱
年
壬
午
三
月

八
日

信
元

善
導
寺
へ

と
天
文
二

十
一
年
（
一

五
五
二
）

に
な
っ
て
か

ら
の
も
の
で
あ

る

こ
と
は

、
以

上
の
よ
う

な
経
緯
の
傍
証

に
な
ろ
う

。
内

容
は
小
河

の

善
導
寺
（
東
浦
町

）
に
対
し

て
配

下
の
清
水
左

京
亮

が
寄
進
を
行

な
っ

た
こ
と
を

安
堵
す
る
も

の
で
あ
り
、
信
元

が
小
河
水

野
家
を
率

い
る

立
場

に
あ

っ
た
こ
と
を
示

し
て

い
る
。
こ

れ
以

降

の
信
元

は

、
史
料

一
な
ど

の
よ
う

に
、
信
長

と
協
力
関
係

に
あ
る
尾
三

国
境
地
帯
の
有

力
者
と
し

て
、
軍
事
的

に
も
重
き
を

な
し

て
活
動

す
る
。
井
口
氏

が

「

信
元
発

給
文
書

の
初
見

が
天

文
廿
一

年
で

あ
る

の
は
、

決
し
て
偶

然
で
は

な
い
」
と
指
摘
し

て
い
た
こ
と

は
、
確
か
に
重
要
で

あ
っ
た
。

四

、

天

文

二

十

年

の

信

近

と

今

川

義

元

刈
谷
水

野
家

を
嗣

い
た

信
近
は

、
そ

の
あ
と
史
料
十

一
の
よ
う

に

東
郷
町
周
辺

に
軍
勢
を
展

開
し
て

い
た

。
こ

の
史
料

が
禁
制
で
あ

る

こ
と
か
ら

、
信
近
と
水

野
勢
が
出
兵
し

て
い
た
こ
と

が
わ
か

る
の
で

あ
る

。
禁
制

は
軍
勢

が
進
出
し
た
地
域

の
寺
社

な
ど
が
、
掠
奪

や
暴

行
な
ど

の
被
害
を
逃

れ
る
た
め
に

、
そ

の
軍
勢
の
大

将
に
発
給
を

求

め
、
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）

五

月
、
祐
福
寺

は
周
辺
地
域

に
刈
谷
水

野
家
の
軍
勢

が
展
開
し
た
こ

と
を
受
け

て
、
大
将
の
信
近

に
働
き

か
け
た
こ
と

が
わ
か

る
。
こ

れ

は
地
理

的

に
み

れ
ば
、
尾
三

国
境

地
帯
で

の
動

き
と
は

い

っ
て
も
、

三

河
か

ら
尾
張

側
へ
の
軍

事
進
出
と

い
う
こ
と

に
な
る
。
お
そ
ら
く
、

今
川
勢

の
一

員
と
し
て

、
今

川
義
元

の
指
示

を
受
け

て
の
活
動
で

は

な
か

っ
た
ろ
う
か
。
そ

の
よ
う

に
い
う
時
、
筆
者

が
念
頭

に
置

い
て

い
る
の
は

次
の
史
料
で
あ

る
。

【
史
料
十
四
】

夏
中
可

令
進
発
候
条

、
其
以
前
尾

州
境
取
出
之

儀
申
付

、
人
数

差

遣
候
、
然
者
其
表

之
事

、
弥
馳
走
可
為
祝
着

候
、
尚
朝
比

奈

備
中

守
可

申
候

、
恐

々
謹
言

。

四

月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　

義
元

水
野
十

郎
左
衛
門
尉

殿

こ
の
史

料
は
こ

れ
ま
で

永
禄
三
年

（
一
五
六
〇

）
の
も
の
と

し
て

挙
げ
ら

れ
る
こ
と

が
多

か
っ
た

。
し

か
し
、
こ
こ
ま

で
の
検
討

を
踏

ま
え

れ
ば
、
そ

れ
は
あ
り
得

な
い
年
次
比
定

な
の
で
あ

る
。
な

ぜ
か

。

史

料
五
・
六
・
七
で

挙
げ

た
よ

う
に
、
「
水
野

十
郎
左

衛
門

尉
」

に

関

わ
る
史
料
は
天
文
十
三

年
（
一
五
四

四
）

に
ま

と
ま

っ
て

あ
ら
わ

れ
て

い

る
。
そ

れ
と

あ
わ
せ

て
四

通
目

の
「
水

野
十
郎

左
衛

門
尉
」
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関
係
史
料
が
こ
の
史
料
十
四
で
あ
る
。
こ
れ
を
永
禄
三
年
の
も
の
と

す
る
と
、
そ
れ
だ
け
が
他
か
ら
孤
立
し
た
形
に
な
る
。
筆
者
と
し
て

は
、
そ
こ
に
違
和
感
が
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
史
料
四
・
十
一

か
ら
「
水
野
十
郎
左
衛
門
尉
」
が
信
近
で
あ
り
、
彼
が
天
文
二
十
年

ま
で
に
刈
谷
水
野
家
の
当
主
に
な
っ
て
「
藤
九
郎
」
と
名
乗
っ
て
い

た
こ
と
が
明
確
に
な
る
と
、
史
料
十
四
の
年
次
も
永
禄
三
年
で
は
あ

り
得
な
い
こ
と
が
判
然
と
す
る
。
も
し
、
史
料
十
四
が
永
禄
三
年
の

も
の
で
あ
れ
ば
、
信
近
の
こ
と
は
「
水
野
藤
九
郎
（
あ
る
い
は
和
泉

守
と
な
っ
て
い
た
か
）」
と
書
か
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

す
る
と
、
今
川
義
元
が
尾
張
へ
の
進
攻
（
こ
れ
が
可
能
に
な
る
の

は
天
文
十
八
年
十
一
月
の
安
城
城
奪
取
以
降
の
は
ず
で
あ
る
）
に
つ

い
て
「
水
野
十
郎
左
衛
門
尉
」
に
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

信
近
が
刈
谷
水
野
家
の
当
主
と
な
っ
て
「
藤
九
郎
」
を
名
乗
る
（
も

し
く
は
そ
の
よ
う
に
名
乗
っ
た
こ
と
を
今
川
方
が
認
識
す
る
）
よ
う

に
な
る
、
遅
く
と
も
天
文
二
十
年
ま
で
の
間
の
ご
く
僅
か
な
期
間
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
義
元
に
よ
る
尾
張
進
攻
の
た
め
の
指
示
に
応
え
て
信
近

と
刈
谷
水
野
家
が
行
な
っ
て
い
た
の
が
、
史
料
十
一
の
よ
う
な
尾
張

側
へ
の
軍
事
活
動
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
内
容
的
に
は
、

史
料
十
一
と
史
料
十
四
は
対
応
す
る
も
の
と
見
な
し
て
も
不
自
然
で

は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
史
料
十
四
は
史
料
十
一
と
同
じ

天
文
二
十
年
の
も
の
と
比
定
す
る
こ
と
が
、
最
も
可
能
性
の
高
い
想

定
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
時
間
的
に
も
四
月
の
指
示
と
五
月

の
軍
事
活
動
と
い
う
こ
と
で
、
き
れ
い
に
対
応
す
る
の
で
あ
る
。

既
に
横
山
住
雄
氏
は
、
史
料
十
四
を
天
文
十
九
年
の
も
の
と
指
摘

し
て
い
た
。
具
体
的
な
根
拠
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
は
、
信
近
と
信
元

を
同
一
人
物
と
み
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、
筆
者
と
し
て
は
従

い
が
た
い
。
し
か
し
、
同
時
期
の
今
川
義
元
の
尾
張
進
攻
と
絡
め
て

史
料
十
四
を
位
置
づ
け
、
従
来
の
永
禄
三
年
説
と
一
線
を
劃
し
た
視

点
は
鋭
い
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

五
、
な
ぜ
刈
谷
水
野
家
の
当
主
交
替
が
起
こ

つ
た
か

以
上
、
筆
者
は
「
か
く
あ
っ
た
」
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
こ
こ
で

は
「
な
ぜ
、
し
か
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
」
に
つ
い
て
も
言
及

し
て
み
た
い
。
天
文
十
三
年
段
階
で
は
小
河
水
野
家
の
中
心
的
な
立

場
に
あ
り
、
ま
た
織
田
信
秀
、
斎
藤
道
三
、
松
平
広
忠
な
ど
周
辺
の

有
力
者
た
ち
か
ら
も
重
視
さ
れ
る
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
信
近
が
、

そ
の
小
河
を
離
れ
、
刈
谷
水
野
家
に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
な

ぜ
で
あ
っ
た
の
か
。

こ
の
検
討
の
前
提
と
し
て
重
要
で
あ
る
の
は
、
新
行
氏
が
明
ら
か

に
し
た
よ
う
に
、
刈
谷
が
一
度
、
今
川
方
の
攻
勢
で
陥
落
し
て
い
た

と
い
う
事
実
で
あ
る
。
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【
史
料
十
五
】

今
度
山
口
左
馬
助
（
教
継
）
別
可
馳
走
之
由
祝
着
候
、
雛
然
織

備
（
織
田
備
後
守
＝
信
秀
）
懇
望
子
細
候
之
間
、
苅
屋
令
赦
免

候
、
此
上
味
方
筋
之
無
事
、
無
異
儀
山
左
（
山
口
左
馬
助
）
申

調
候
様
、
両
人
可
令
異
見
候
、
謹
言
、

十
二
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　

義
元
（
花
押
）

明
眼
寺

阿
部
与
五
左
衛
門
殿

【
史
料
十
六
】
父
左
衛
門
佐
（
松
井
）
宗
信
及
度
々
抽
軍
忠
之
事

一
、
苅
屋
入
城
之
砌
、
尾
州
衆
出
張
、
往
覆
通
路
取
切
之
処
、

直
馳
入
、
其
以
後
度
々
及
一
戦
、
同
心
・
親
類
・
被
官
随
分
之

者
数
多
討
死
粉
骨
之
事
、

右
、
度
々
忠
節
感
悦
也
、
然
間
苅
屋
在
城
之
以
後
弐
万
疋
、
近

年
万
疋
、
彼
三
万
疋
、
以
蔵
入
雖
出
置
之
、
依
今
度
之
忠
節
、

為
彼
三
万
疋
之
改
替
、
遠
州
蒲
東
方
同
名
内
膳
亮
令
扶
助
参
拾

貫
文
、
其
外
相
定
引
物
引
之
、
参
百
拾
八
貫
文
余
蔵
入
分
令
扶

助
訖
、

…
…
弥
守
此
旨
可
専
戦
功
之
状
如
件
、

永
禄
三
庚
申
年

十
二
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　

氏
真
（
花
押
影
）

松
井
八
郎
（
宗
恆
）
殿

ま
ず
史
料
十
五
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
史
料
は
年
次
が
不
明
で

あ
る
。「
今
度
山
口
左
馬
助
（
教
継
）
別
可
馳
走
之
由
」
と
あ
る
か

ら
、
鳴
海
城
の
山
口
左
馬
助
か
今
川
義
元
へ
の
「
馳
走
」
を
し
よ
う

と
し
て
い
る
、
す
な
わ
ち
織
田
方
か
ら
今
川
方
に
寝
返
ろ
う
と
し
て

い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
『
信
長
公
記
』
で
は
「
鳴
海
の

城
主
山
口
左
馬
助
・
子
息
九
郎
二
郎
」
に
つ
い
て
「
織
田
備
後
守
殿

御
目
を
懸
け
ら
れ
候
処
、
御
遷
化
候
へ
ば
、
程
な
く
謀
叛
を
企
て
、

駿
河
衆
を
引
入
れ
…
…
」
と
す
る
。
信
秀
の
没
後
に
な
っ
て
、
織
田

家
に
見
切
り
を
つ
け
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
信
秀
は
天
文
二
十
一
年

（
一
五
五
二
）
三
月
に
没
し
た
と
い
う
の
が
現
在
の
通
説
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
に
従
え
ば
、
史
料
十
五
も
天
文
二
十
一
年
の
も
の
と
な
る
。

そ
れ
で
特
に
不
都
合
が
あ
る
と
は
筆
者
に
は
思
え
な
い
。
そ
う
す
る

と
、
こ
こ
で
「
織
備
懇
望
子
細
候
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
既
に
信

秀
が
没
し
た
あ
と
の
こ
と
に
な
る
か
ら
、「
信
秀
が
ま
だ
存
命
中
に

和
約
を
結
ん
だ
」
と
の
回
想
的
な
意
味
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

義
元
が
述
べ
て
い
る
刈
谷
へ
の
「
赦
免
」
が
、
そ
う
し
た
回
想
的

な
話
柄
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
史
料
十
五
の
天
文
二
十
一
年
か
ら

遡
っ
た
い
つ
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
。

同
時
期
の
史
料
で
そ
れ
を
推
測
さ
せ
て
く
れ
る
の
が
、
前
掲
の
史
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料
十
二
で

あ
ろ
う
。
天
文

十
九
年
三
月

、
刈
谷
水

野
家
は
わ

ざ
わ
ざ

小
河
水

野
家
の
先
代
へ

の
供
田

の
寄

進
を
「
水

野
藤
九
郎
代

」
に
よ
っ

て
行

な
う

。
当
主
は
不
在

な
の
で
あ

る
。
守
忠

が
病
気
で
あ

っ
た
た

め
と

の
推
測
も
あ

る
が
、
筆
者
は
今
川

方
か
ら

の
「
赦
免
」

を
得
る

た
め

に
、
守
忠

が
隠
居

か
追
放

に
追

い
込

ま
れ
た

た
め
で
は

な
か
っ

た

か
と

推
測

し
て

い
る
。

そ

の
場

合
、
筆
者

が
参
考
に
し

た
い
の
は

、
三
河

の
青
野
松
平

氏

の
事

例
で
あ
る
。
現
在

の
岡
崎
市
内

の
青
野
に
拠

点
を
設
け

て
い
た

松
平
の
一
族
で
あ
る
が
、
織
田
信
秀
の
西
三
河
進
攻
と
今
川
義
元
の

進
出

の
狭
間
に
あ

っ
て

、
当
主

の
兄

弟
が
両
陣
営

に
分
か

れ
、
ど
ち

ら

の
陣
営

が
勝
利

し
て
も

家

が
存
続

す
る
道

を
選

ん
だ
の
で

あ

る
。

そ

の
結

果
、
織
田

方
に
与
し

て

い
た
兄
の
松
平

甚
二
郎

（
兄

が
二
郎

、

弟

が
太
郎
と
さ

れ
て

い
る
。
こ

れ
は
史
料

に
書
か

れ
た

通
り
で
あ

る
）

が
三

河

か
ら
離

れ
、
尾
張

か
ら

関
東

に
流
浪

す
る
こ

と
に

な
っ

た
。

今
川

勢
に
抗
戦
す

る
立
場
を
と

っ
た
守
忠
の
立
場

は
、
こ

の
松
平

甚

二

郎
と
共
通
す

る
も

の
で
あ

ろ
う
。
今
川
方
と

の
妥
協

が
成
立
す
る

（
す

な
わ
ち
刈

谷
を
「

赦
免

」
し

て
も
ら
う

）

た
め

に
は
、
そ

ん
な

守

忠

が
刈

谷
か

ら
退
城

す
る
こ

と

が
必
要

に
な

っ
た
と

い
う
の
は

、

む
し

ろ
自
然
な
話
で

あ
る
。
そ

の
た
め
、
当
主

を
失

っ
た
刈

谷
水
野

家

は
一
族
、
特

に
惣

領
家
で

あ
る
小
河
水
野
家

か
ら
新
当

主
を
迎
え

る
必
要
が
生
じ
た

わ
け
で
あ
り

、
三

月
に
は

そ
の
準
備

の
た
め
の
供

田

寄
進

が
な

さ
れ
て

い
た
の
で

あ
る
。

す

る
と

、
今
川
氏

の
刈
谷
攻

め
と
「
入
城
」
、
そ
の
あ
と

の
「
赦
免
」

す
な

わ
ち
守
忠
の
表

舞
台

か
ら
の
退
場

は
天
文
十

九
年
三
月
以
前

の

こ
と

に
な
る
。
お
そ

ら
く
は
前
年
十

一
月
の
安

城
城
奪
取
に

つ
づ
い

て
、
年
末

か
ら
年

初
に
か
け

て
今
川
勢
の
攻

勢

が
刈
谷

城
に
向
か

い
、

一
、
ニ

ケ
月
ほ

ど
の
激

戦
を

経
て

、
現

地
で

の
一
時

的

な
休
戦

が
成

立
し
た

の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
史
料

十
六
か

ら
見

る
と
、
刈
谷
周

辺

で
の
織
田

勢
の
反
撃

も
厳
し
く

、
今

川
方

に
も

損
害

が
多
く
出

て
い

た
よ
う
で

あ

る
か

ら
、
義
元

も
安

城
城
の
よ
う

な
完
全
な
制
圧

に
は

固
執
し

な
か

っ
た
と
思

わ
れ

る
。

こ
う

し
た
理
解

に
立
て
ば
、
天

文
十
九
年
以

降
の
刈
谷

水
野
家
は

、

ま
だ
混

乱
状
態
で

あ
っ
た
と
し

て
も
、
表
立

っ
て
今
川
方

に
敵
対

す

る
立
場

で
は
な
く

な
っ
て

い
た
こ

と
に
な

る
。
す
る
と
、
次

の
史
料

の
年
次
比

定

に
も
影

響
が
出
て

く
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か

。

【
史
料

十
七
】

…
…
西
尾
之

御
事
、
大
方

御
心
得
候
哉

、
義
口

御
造
意
不

及
口

口
口
、
即
時
二
御
舎
弟
長
三
郎
殿
為
人
質
緒
河
へ
御
越
候
而
、

緒
河

・
苅
屋

之
口
口

西
尾

城
へ
被
入
候

、
何
御
不
足

候
哉
、
不

能
分
別
候
、
…
…
恐
々
口
口
、

十
月
廿
三

日
　
　
　
　
　
　
　
　

義
元

（
花
押

）

荒
口
口

口
口
口
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最
後
の
行
は
何
文
字
が
消
え
て
い
る
の
か
も
正
確
に
は
分
か
ら
な

い
。
内
容
は
吉
良
氏
の
反
今
川
活
動
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
お

そ
ら
く
幡
豆
郡
で
そ
の
吉
良
氏
に
隣
接
す
る
勢
力
の
荒
河
氏
に
宛
て

た
も
の
と
考
え
て
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
年
次
は
記
さ
れ
て
い

な
い
が
、
吉
良
氏
が
今
川
氏
と
対
立
し
、
そ
の
攻
勢
に
さ
ら
さ
れ
て

い
た
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
天
文
十
八
年
か
ら
弘
治
元
年

(
一
五
五
五
）
の
頃
の
も
の
か
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
今
川
方
に
敵

対
し
た
吉
良
氏
が
、
小
河
の
水
野
家
に
人
質
を
送
っ
て
援
軍
を
求
め

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
小
河
と
刈
谷
の
両
水
野
家
か
ら

送
ら
れ
た
援
軍
が
吉
良
氏
の
西
尾
城
に
入
っ
た
と
い
う
。
問
題
は
刈

谷
で
あ
る
。

前
記
の
よ
う
に
、
天
文
十
九
年
以
降
で
は
、
小
河
は
と
も
か
く

刈
谷
の
水
野
家
が
こ
う
し
た
動
き
を
と
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て

い
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
史
料
一
で
触
れ
た
天
文
二
十
三
年

（
一
五
五
四
）
の
村
木
砦
の
戦
い
で
も
、
今
川
勢
は
小
河
を
攻
め
る

た
め
に
現
在
の
知
立
市
内
と
考
え
ら
れ
る
鴫
原
（
重
原
）
か
ら
東
浦

町
の
村
木
へ
と
進
出
し
て
い
る
。
こ
の
ル
ー
ト
は
ほ
と
ん
ど
刈
谷
城

を
か
す
め
て
尾
張
側
に
踏
み
込
む
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
可
能
で

あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
、
当
時
の
刈
谷
水
野
家
の
置
か
れ
て
い
た
立

場
を
明
確
に
示
し
て
く
れ
る
。
刈
谷
が
今
川
方
に
属
し
て
い
た
か
ら

こ
そ
、
そ
の
近
辺
を
通
過
し
て
、
今
川
勢
は
村
木
に
進
出
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
こ
の
時
の
刈
谷
水
野
家
は
小

河
の
水
野
信
元
を
見
殺
し
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
お
そ

ら
く
、
一
度
は
今
川
氏
に
屈
し
て
信
近
を
刈
谷
へ
送
り
込
ん
だ
小
河

水
野
家
は
、
新
当
主
と
な
っ
た
信
元
の
下
で
再
び
親
織
田
の
路
線
へ

と
戻
り
、
刈
谷
と
小
河
は
断
交
状
態
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
天
文
十
九
年
以
降
で
は
、
小
河
と
刈
谷
の
水
野
家
が

連
繋
し
て
反
今
川
活
動
に
向
か
う
こ
と
は
困
難
と
な
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
す
る
と
、
こ
の
史
料
十
七
は
天
文
十
八
年
十
月
の
も
の
と

比
定
す
る
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

す
な
わ
ち
安
城
城
を
中
心
に
ま
だ
織
田
勢
が
西
三
河
に
展
開
し
、

攻
勢
に
出
よ
う
と
す
る
今
川
勢
と
対
峙
し
て
い
た
こ
の
時
点
で
は
、

小
河
の
水
野
信
近
と
刈
谷
の
水
野
守
忠
は
連
繋
し
て
西
三
河
に
お
け

る
反
今
川
戦
線
に
連
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
安
城
城
の

陥
落
と
織
田
勢
の
後
退
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
水
野
氏
の
路
線
は
崩

壊
し
、
少
な
く
と
も
今
川
方
の
勢
力
圏
に
直
接
に
接
す
る
こ
と
に

な
っ
た
刈
谷
で
は
、
当
主
の
退
場
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
こ
れ
が
天

文
十
九
年
前
半
の
水
野
氏
の
状
況
で
あ
ろ
う
。

六
、
水
野
信
近
と
今
川
氏

た
だ
、
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
小
河
の
信
近
も
、
刈
谷
の
守

忠
と
同
じ
く
、
反
今
川
戦
線
の
責
任
を
問
わ
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。今
川
勢
の
攻
勢
に
よ
る
刈
谷
水
野
家
の
危
機
に
際
し
て
、
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そ
の
立
て
直
し
の
た
め
に
は
一
族
の
大
物
が
必
要
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
信
近
の
刈
谷
入
城
を
そ
も
そ
も
今
川
方
が
認
め
た
か
ど
う
か
は

疑
問
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
も
う
一
度
確
認
し
て
い
く
と
、史
料
十
四
で
の
信
近
は
「
水

野
十
郎
左
衛
門
尉
」
と
さ
れ
て
い
る
。
前
記
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
天

文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
の
史
料
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
、
筆

者
は
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
信
近
は
天
文
二
十
年
は
じ
め
ま
で
は

小
河
に
留
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
史
料
十
二
か
ら
推
測
で
き
る

よ
う
に
、
天
文
十
九
年
三
月
ま
で
に
は
守
忠
は
刈
谷
水
野
家
か
ら
身

を
ひ
く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
そ
の
あ

と
の
刈
谷
水
野
家
は
、
一
年
ほ
ど
当
主
不
在
の
状
態
で
あ
っ
た
思
わ

れ
る
。
そ
の
間
に
信
近
は
か
つ
て
の
松
平
人
脈
な
ど
を
通
し
て
今
川

方
と
折
衝
し
、
今
川
方
へ
の
服
属
を
条
件
と
し
た
自
ら
の
刈
谷
入
り

を
認
め
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
逆
に
い
え
ば
、
一
度

は
滅
亡
に
瀕
し
た
刈
谷
水
野
家
の
立
て
直
し
と
存
続
の
た
め
に
は
、

そ
こ
ま
で
の
手
間
を
か
け
て
も
、
水
野
氏
全
体
の
支
柱
で
あ
っ
た
信

近
の
登
場
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
信
近
も
、

天
文
二
十
年
に
な
っ
て
刈
谷
に
入
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
す
ぐ

に
、
史
料
十
一
の
よ
う
な
今
川
方
か
ら
の
要
求
に
応
じ
た
形
で
の
、

尾
三
国
境
で
の
軍
事
活
動
に
踏
み
込
ん
で
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
そ
れ
で
も
今
川
方
か
ら
刈
谷
の
水
野
信
近
に
注
が
れ
る
視

線
は
厳
し
か
っ
た
。
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
信
近
の
刈
谷
入
り

の
翌
年
の
も
の
と
思
わ
れ
る
史
料
十
五
に
お
い
て
、義
元
が
刈
谷
（
の

水
野
家
）
を
「
赦
免
」
し
た
と
い
う
一
方
で
、
そ
の
動
向
に
つ
い
て

は
や
や
懐
疑
的
な
眼
差
し
を
向
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
鳴
海
の
山

口
左
馬
助
か
今
川
方
に
寝
返
る
と
い
う
姿
勢
を
み
せ
た
（
そ
の
山
口

の
意
思
を
明
眼
寺
が
仲
介
し
て
い
た
の
で
あ
る
）
こ
と
に
対
し
て
、

「
し
か
し
、
刈
谷
を
『
赦
免
』
し
た
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
「
山
口

は
三
河
の
今
川
の
勢
力
圏
と
鳴
海
の
連
繋
が
問
題
な
く
で
き
る
よ
う

に
、
さ
ら
に
周
辺
の
者
た
ち
へ
の
調
略
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ぞ
」
と
す
る
。
義
元
は
、
尾
張
内
部
に
今
川
方
の
勢
力
を
広
げ
る
上

で
「
赦
免
」
後
の
刈
谷
が
問
題
な
く
味
方
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に

（
平
た
く
い
え
ば
裏
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
）
、
鳴
海
な
ど
尾

張
側
か
ら
の
さ
ら
な
る
態
勢
構
築
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
今
川
方
か
ら
の
不
信
の
目
が
、
最
終
的
に
信
近
の
運
命

を
暗
転
さ
せ
て
い
く
。
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
五
月
、
桶
狭
間
で

の
敗
戦
の
あ
と
、
鳴
海
城
か
ら
撤
退
す
る
今
川
方
の
岡
部
元
信
に

よ
っ
て
、
刈
谷
城
が
急
襲
さ
れ
、
信
近
は
落
命
し
た
の
で
あ
る
。
敗

残
の
兵
に
よ
っ
て
地
域
の
大
勢
力
で
あ
る
刈
谷
の
城
主
が
討
ち
取
ら

れ
る
と
い
う
展
開
に
は
、
今
川
方
と
信
近
そ
れ
ぞ
れ
の
認
識
に
ズ
レ

が
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
以
下
の
よ
う
な

信
近
の
落
命
に
つ
い
て
語
る
史
料
に
も
、
そ
う
し
た
様
子
が
窺
え
る

で
あ
ろ
う
。
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【
史
料
十
八
】

駿
・
遠
両
国
内
知
行
勝
間
田
并
桐
山
・
内
田
・
北
矢
部
内
、

被
官
給
恩

分
等
事

右
、
今
度
於
尾
州
一
戦
之
砌
、
大
高
・
沓
掛
両
城
雖
相
捨
、
鳴

海
城
堅
固
尓
持
詰
段
、
甚
以
粉
骨
至
也
、
雖
然
依
無
通
用
、
得

下

知
城
中
人

数
無
相
違
引
取

之
条

、
忠

功
無
比
類

、
剰

苅
屋
城

以

籌
策

城
主

水
野
藤
九
郎

其
外
随
分
者

数
多
討
取

、
城
内

悉
放

火
、
粉
骨
所
不
準

子
他
也

、

…
…
守
此
旨
弥
可

抽
奉
公
状
如

件
、

永
禄

庚
申
年
六
月
八
日
　
　
　
　
　
　

氏

真

（
花
押

）

岡
部

五
郎
兵
衛
尉

（
元

信
）
殿

【
史
料
十
九
】

岡
部
五
郎

兵
衛
カ
リ

ヤ
ノ
城

ヲ
ウ
カ
ヽ
ヒ
ケ
ル

ニ
、
城
主
水
野

藤
九
郎
油

断
イ

タ
シ
、
ヨ
キ
侍
一
人

モ
近
所

二
不
置

、
少
子

細

有
侍
共
ヲ
城
外
ヘ
ツ
カ
ハ
シ
置
ケ
ル
時
分
ナ
レ
ハ
、
岡
部
同
心

伊
賀

衆
ヲ
以

、
浜

ノ
方

ヨ
リ
押
寄

、
火
ヲ

カ
ケ
責

申
候
間

、
水

野
藤
九
郎
ア
ハ
テ
フ
タ
メ
ク
所
へ
、
忍
ノ
モ
ノ
押
入
、
ツ
キ
倒
、

首

ヲ
ト

リ
候
ヘ
ト
モ

、
小
勢

ニ
テ
城
ヲ
持
ヘ

キ
様

ナ

ク
、

…
…

史
料
十

九
の

『
松
平
記
』

は
史
料

と
し
て
の
書
誌

的
な
検
証
も

な

お
今

後
の
課
題
と
な

っ
て

い
る
江
戸

時
代
初
期

の
文

献
で
あ
り

、
そ

の
記
述
を
直
ち
に
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
た
だ
、
今
川
勢
が
撤
兵
す
る
際
の
経
路
の
一
つ
と
な
り
得
る
刈

谷
の
地
に
あ
り
な
が
ら
、
も
し
こ
の
記
述
に
あ
る
よ
う
に
信
近
が「
油

断
」
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
彼
自
身
の
中
に
自
ら
が
今
川
方

の
一
員
で
あ
る
と
の
認
識
が
あ
っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の

「
味
方
」
か
ら
危
害
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
敗
残
の
岡
部
か
ら
は
、
自
分
た
ち
今
川
勢
に
苦
汁
を
飲
ま

せ
た
織
田
方
と
通
じ
る
存
在
と
し
て
、
水
野
氏
を
敵
対
視
す
る
意
識

が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
今
川
方
に
と
っ
て
、
刈

谷
水
野
家
が
服
属
し
て
以
来
ず
っ
と
抱
か
れ
て
き
た
感
覚
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
史
料
十
八
を
見
る
と
、
と
も
か
く
も
味
方
で
あ
っ

た
は
ず
の
刈
谷
水
野
家
を
討
滅
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
今
川
氏
真
は

「
粉
骨
所
不
準
干
他
」
と
称
え
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
。

こ
の
相
反
す
る
二
つ
の
認
識
が
共
に
表
出
し
た
た
め
、
信
近
の
討

死
と
い
う
意
外
す
ぎ
る
出
来
事
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
想
定

は
、
筆
者
に
と
っ
て
甚
だ
魅
力
的
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

そ
の
あ
と
は
、
周
知
の
よ
う
に
小
河
の
信
元
の
下
に
刈
谷
の
水
野

家
も
吸
収
さ
れ
て
い
く
。
か
く
て
、
尾
三
国
境
地
帯
に
ま
た
が
る
強

大
な
水
野
信
元
の
勢
力
圏
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
状
況
を
前
提
と
し
て

作
ら
れ
て
い
っ
た
近
世
の
水
野
氏
系
図
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
混
乱
と

矛
盾
が
内
包
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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む
す
び

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
新
行
氏
が
近
世
の
諸
系
図
な
ど
の
整

理
・
検
討
を
行
な
い
、
丹
念
な
史
料
の
博
捜
と
分
析
に
よ
っ
て
、
水

野
氏
の
内
部
に
小
河
と
刈
谷
の
主
要
な
二
系
統
を
見
出
し
た
こ
と

は
、
現
在
ま
で
の
水
野
氏
研
究
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
の
議

論
も
、
そ
の
枠
組
の
中
で
多
少
飛
び
跳
ね
て
み
よ
う
と
し
た
も
の
に

過
ぎ
な
い
。
た
だ
、
今
日
ま
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
研
究
に
学
び

な
が
ら
、
い
く
つ
か
の
論
点
を
提
示
す
る
こ
と
は
出
来
た
と
思
う
。

そ
の
是
非
は
諸
賢
の
批
判
に
俟
ち
た
い
。

拙
い
ま
と
め
と
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
天
文
年
間
以
降
の
水
野
氏

を
見
て
い
く
と
き
、

「
小
河
」

忠
政
↓

（
天
文
十
二
年
よ
り
）
信
近
↓

（
天
文
二
十
年
よ
り
）
信

元
「
刈
谷
」

守
忠
（
天
文
十
九
年
ま
で
）
↓
（
天
文
二
十
年
よ
り
）
信
近
↓
（
永

禄
三
年
よ
り
）
信
元

と
い
う
両
家
の
継
承
関
係
が
、
諸
史
料
に
最
も
整
合
的
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
筆
者
の
理
解
す
る
限
り
、
こ
う

し
た
水
野
氏
の
錯
綜
し
た
系
図
は
、
西
三
河
へ
と
今
川
勢
力
が
進
出

し
、
織
田
勢
と
衝
突
し
て
尾
三
国
境
地
域
に
進
攻
し
て
い
く
と
い
う

展

開

に
よ

っ

て

強

引

に
作

り

だ

さ

れ

た

も

の

な

の

で

あ

っ
た

。
尾

三

国

境

地

域

の

歴

史

に
と

っ

て

、

一
五

四

〇

年

代

か

ら

五

〇

年

代

に

か

け

て

の
今

川

と

織

田

の

衝

突

は

誠

に
重

い
経

験

で

あ

っ
た

こ

と

、

そ

れ

が

さ

ま

ざ

ま

な

歴

史

事

象

を

生

ぜ

し

む

る
土

壌
と

な

っ
て

い

た

こ

と

を

、
水

野

氏

の
歴

史

も

ま

た

、
今

日

の

わ

れ

わ

れ

に

示

し

て

い
る

の

で

あ

る

。

【
注
】

（
１
）
　
刈
谷
市
、
一
九
九
四
年
。
な
お
、
新
行
氏
は
そ
れ
よ
り

以

前

に
「
重

原
荘

と
水

野
氏
の

一
考

察
」
（
『
か
り

や
』
九

、

一
九
八
八
年
）
で
も

『
刈
谷
市
史
』

で
論
じ

る
内
容

の
原
型
を

示
し
て
お
り
、
注
二
の
横
山
氏
は
こ
ち

ら
を
参
照
し

て
議
論
を

進
め
て

い
る
。

（
２
）
　
横

山
氏

『
信
長
の
系
譜
』
（
教
育
出
版
文
化
協
会
、
一
九
九

三
年
）
　
一
二
一
頁
以
降
な
ど
。

（
３
）
　
井

口
氏
「
小
川
水
野
と
刈
谷
水
野
の
歴
代

の
検
討
」
（
『
郷
土

文
化
』
五
五
ー
二
、
二
〇
〇
〇
年
）
。
な
お
、
井
口
氏
は
考
察
の

出
発
点
と
し
て
、
近
世
の

『
尾
陽
雑
記
』
巻
之
三
に
載
せ
ら
れ

た
水
野
信
元
関
係
史
料
（
『
愛
知

県
史
　
資
料
編
十
一
　

織
豊

一
』
〔
愛
知
県
、
二
〇
〇
三
年
〕
三
九
三
号
史
料
。
以
下
、
愛

織
ー
三
九
三
と
略
記
す
る
）
の
末
尾
に
「
此
時
緒
川
之
取
次
元
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茂
方
清
水
左
京
亮
、
刈
屋
之
取
次
　
信
元
方
　

斎
藤
助
十
郎
信

家
也
」
と
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て

い
る
が
、
こ
れ
は

『
尾
陽
雑
記
』

編
纂
時
の
書
き
込
み
で
あ
り
、
扱
い
に
は
慎
重
さ
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
愛
織
ー
三
九
三
と
し
て
採
録
す
る
際
に
も
、
こ
う
し
た

あ
と
か
ら
の
書
き
込
み
は
削
除
し
て
、
文
書
の
部
分
だ
け
を
掲

載
し
て

い
る
。

（
４
）
　
水
野
氏
「
戦
国
・
織
豊
期
の
西
三
河
と
水
野
氏
」
（
『
か
り
や
』

三
九
、二

〇
一
八
年
）
。

（
５
）
　
　『
信
長
公

記
』
首
巻
よ
り
。
『
愛
知
県
史
　

資
料
編
一
四
　

中

世
・
織

豊
』
（
愛
知
県
、
二

〇
一
四
年
）
　一
号
史
料

（
以
下
、

愛
ー
一
と
略
記
す
る
）
。

（
６
）
　
前
掲

『
刈
谷
市
史
』
二
七
頁
以

降
（
新
行
氏
執
筆
部
分
）
。

（
７
）
　
永
禄
七
年
の
水
野
信
元
・
元
茂
連
署
状
（
前
掲
愛
織
ー

三
九
三
）
な
ど
。

（
８
）
　
愛
織
ー
二
。

（
９
）
　
こ
こ
で
は
『
新
編
知
立
市
史
三
　

資
料
編
　

古
代
・
中
世
』（
知

立
市
、
二
〇
一
五
年
）
三
四
五
号
史
料
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い

る
部
分
を
参
照
し
た
。

（
1
0）
　
井
口
氏
前
掲
「
小
川
水
野
と
刈
谷
水
野
の
歴
代

の
検
討
」
。

（
1
1
）
　
前
掲
『
愛
知
県
史
　
資
料
編
一
四
　
中
世
・
織
豊
』
の
解
題

な
ど
参
照
（
七
頁
）
。

（
1
2
）
　
愛
織
ー
三
。

（
1
3）
　
井
口
氏
前
掲
「
小
川
水
野
と
刈
谷
水
野
の
歴
代
の
検
討
」
。

（
1
4）
　

前
掲

『
刈
谷
市
史
』
六
九
頁
の
附
表
参
照

（
新
行
氏
執
筆
部

分
）
。

（
1
5）
　
『
尾
陽
雑
記
』
（
愛
知
県
教
育
会
、
一
九
三
二
年
）
四
〇
〇
～

四
〇
一
頁
。

（
1
6）
　
前
掲

『
尾
陽
雑
記
』
の
解
題
に
「
著
者
は
世
に
水
野
守
俊
で

あ
る
と
伝
へ
ら
れ
て
居
る
け

れ
ど
も
、
さ
う
で
は
な
い
と

い
ふ

意
見
も
あ
る
。
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。

（
1
7）
　
「
斎
藤
利
政
書
状
写
」
（
『
愛
知
県
史
　

資
料
編
一
〇
　

中
世

三
』
〔
愛
知
県
、
二
〇

〇
九
年
〕
　一
五
二
四
号

史
料
。
以
下

、

愛
中
ー
一
五
二
四
と
略
記
す
る
）
。

（
1
8
）
　
「
長
井
秀
元
書
状
写
」
（
愛
中
ー
一
五
二
五
）
。

（
1
9
）
　
「
織
田
信
秀
書
状
写
」
（
愛
中
ー
一
五
三
七
）
。

（
2
0
）
　
愛
中
ー
一
五
三
五
。

（
2
1
）
　
愛
中
ー
一
五
二
七
。

（
2
2
）
　
前
掲
『
刈
谷
市
史
』
六
五
頁
以
降
（
新
行
氏
執
筆
部
分
）
。

（
2
3）
　
前
掲

『
刈
谷
市
史
』

七
〇
頁
以
降
（
新
行
氏
執
筆
部
分
）
。

（
2
4
）
　
「
水
野
守
忠
寄
進
状
」
（
愛
中
ー
一
五
五
〇
）
。

（
2
5
）
　
愛
中
ー
九
二
八
。

（
2
6
）
　
「
水
野
近
守
寄
進
状
」
（
愛
中
ー
九
九
八
）
。

（
2
7
）
　
「
水
野
清
近
禁
制
写
」
（
愛
中
ー
一
七
八
五
）
。

（
2
8
）
　
「
牛
田
守
次
寄
進
状
写
」
（
愛
中
ー
一
七
二
九
）
。
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（
2
9
）
　
前
掲
『
刈
谷
市
史
』
四
三
頁
（
新
行
氏
執
筆
部
分
）
。

（
3
0
）
　
「
水
野
信
元
朱
印
状
写
」
（
愛
中
ー
一
八
二
五
）
。

（
3
1
）
　
井
口
氏
前
掲
「
小
川
水
野
と
刈
谷
水
野
の
歴
代
の
検
討
」
。

（
3
2）
　
峰
岸
純
夫
氏
「
戦
国
時
代
の
制
札
」
（
『
史
学
論
集
（
駒
沢
大

学
）
』
二
三

、一
九
九
三

年
。
の
ち
同
氏

『
中
世
　
災
害
・
戦
乱

の
社
会
史
』
【
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
】
に
収
載
）
。

（
3
3
）
　
「
今
川
義
元
書
状
写
」
（
愛
織
ー
七
）
。

（
3
4）
　

実
際
、
『
愛
知

県
史
』
な
ど
も
そ
う
し
た
形
で
採
録
し
て
い

る
。
前
注
参
照
。
た
だ
し
、
こ
の
史
料
に
つ

い
て
は
近
年

『
戦

国
遺
文
　

今
川
氏
編
　

第
二
巻
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
一
年
）

が
一
三
五
一
号
史
料
と
し
て
採
録
す
る
に
当

た
り
、
文
中
の
「
朝

比
奈
備
中
守
」
を
泰
能
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
泰
能
は
弘
治
三

年
（
一
五
五
七
）
に
没
し
て
い
る
と
し
て
、
年
未
詳
の
扱

い
と

’
し
て
い
る
。
そ
の
の
ち
朝
比
奈
氏
で
備
中
守
の
名
乗
り
を
受
け

継
ぐ
者
が
い
な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、
従

来
の
理
解
に
つ

い
て
再
考

が
求
め
ら
れ
る
情
報
で
あ
っ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
ろ
う
。
水
野
氏
前
掲
「
戦
国
・
織
豊
期
の
西
三
河

と
水
野
氏

」
も
こ
の
情
報
を
重
視
し
て

い
る
。

（
3
5）
　
横
山
氏
前
掲

『
信
長
の
系
譜
』
　一
八
八
頁
以

降
。

（
3
6）
　
前
掲

『
刈
谷
市
史
』
七
六
頁
以

降
（
新
行
氏
執
筆
部
分
）
。

（
3
7
）
　
「
今
川
義
元
書
状
」
（
愛
中
ー
一
八
〇
九
）
。

（
3
8
）
　
「
今
川
氏
真
判
物
写
」
（
愛
織
ー
五
〇
）
。

（
3
9
）
　
愛
織
ー
一
。

（
4
0）
　
前
掲

『
刈
谷
市
史
』
四
三
頁
（
新
行
氏
執
筆
部

分
）
。

（
4
1
）
　
愛
中
ー
一
八
一
〇
・
八
一
一
・
一
八
一
二
・
一
八
三
九
・

二
〇
二
八
な
ど
。

（
4
2
）
　
「
今
川
義
元
書
状
」
（
愛
ー
補
一
九
八
）
。

（
4
3）
　
『
愛
知
県
史
』
は
弘
治
元
年

に
比
定
し
て

い
る
。
前
注
参
照
。

（
4
4
）
　
「
今
川
氏
真
判
物
」
（
愛
織
ー
一
四
）
。

（
4
5
）
　
愛
ー
三
。

（
4
6）
　

注
十
一
参
照
。
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